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第3表．生育期間中のNH3－N（野／100g）

区が非常に低く，A区．AB区が高い．また6月23日に

表層から2e椛まで（上層）と2用以下（下層）に分けて

見ると，上層／下層の比は0区が54．6・A区132．7・AB

区77・0・AC区166．7・ABC区165．1といずれも代掻き

作業の入ったものが高い指数を示している．

5．ⅣⅡ3－Ⅳの吸収

各作業とNH3－Nの土葬吸着を次の方法で見た．すな

わち硝子管に乾土換算100gの土を入れ．150cc中に10野

のNを含む水を入れ1時間20cc診透するようにコックで

詞節し，80ccの診透水をとる．残った水は上部からと

り，土をアルコールで洗いその後常法によりNH3－Nを

それぞれ定量した．

その結果を見ると第4表のとおりそれぞれ土壌吸着が

異なる結果が得られた．

む　　す　　び

今年1年だけの成績ではあるが，耕起・砕土・代掻き

等いずれの作業も土葬にそれぞれ違った影響を与えてい

るようであることは以上の結果から一応明らかであろ

う．孔隙量はもちろんNH3－Nの吸着の相違も明らか

で，これ等ほ恐らく土壌の種類・透水度の違いによって

も異なり水稲生育に影響する度合も異なって来るであろ

うと想像されるが，これ等についてはなお試験を実施中

である．

いずれにせよ耕起作業体系と土壌の変化・施肥物質の

移動等は密接な関係があり，われわれはそれ等を根本的

に理解して後応用し最大の効果を上げる必要があるもの

と思う．

第4表．各作業状態とNH3－Nの変化

注：A．土壌をかたく項充（無耕状態）．
B．土壌を2蝕位の固まりにした（耕起状態）．
C．土壌を1ぐ椚位の固まりにした（砕土状態）．
D．土壌をBの状態の後水を加えてガラス棒で

撹搾（耕起代掻き状態）．
E．土壌をCの状態の後水を加えてガラス棒で

渡拝（耕起砕土，代掻き状態）．

腐植質火山灰水田における塩類の溶脱について
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（秋　田　県　農試）

くろぼく土壌は碧土性の強い酸性土壌であり，一紛こ

漏水地帯が多い．このような水田に施肥した場合につい

て　窒素の行動と燐酸・加里・石灰・苦土などの塩基の

溶脱について試験を行ったのでその概略を報告する．

1．試　験　方　法

0・37桝2のポットにくろぼく土壌を25e茄の深さにつめ

表層10川に施肥し，無肥料区・尿素区・硫加隣安区・硫

安区の4区について2連で試験した．

尿素区と硫安区の燐酸・加重はそれぞれ過石・塩加を

使用し施肥量はN3．68g・P205　4．5g・K20　2．91g

とした．施肥後3日目に清水し更に3日後に田植えを行

った．渾水2日後から7月までは3日おき，8月からは

1週間おきに1日約5gずっ採水し分析を行った．
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第1表．　供　託　土　壌　の　性　質

数

＊　塩基置換容最．

2．試験結果並びに考察

1．NH3－Nの溶脱濃度は最初硫安区が非常に高く，

尿素区・硫加燐安区をはるかにしのいでおり．その後も

溶脱ははげしく7月一杯この傾向がみられる．一方硫加

燐安区では最初の溶脱は尿素区に額似して低濃度である

が，7月に入ると硫安区と同一傾向となる．酵出量につ

いても同一傾向である．なおNO3－Nの溶出は短く少量

であった．

‡三笠≡
2．P205の溶出濃度はどの区も大差がなく，その溶

出量についても1ポット当り150～300喝で7月に入ると

ほとんど検出されなかった．

3．Ⅸ20の溶出濃度は最初はほとんど差はないが，渾

水後1週間くらい経つと硫加燐安区が高濃度で，溶出し

てくる．尿素区と硫安区では同じ傾向である．
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無肥料もかなり溶出しているが．これは溶脱水ととも

に置換性の加里が出て来たものと考える．

4．CaOはNH3－Nとまったく同一傾向であった．

すなわち最初硫安区では30p．p．m．の濃度で溶出しその後

徐々に低下するが，他の区に比べ後期まで高濃度で溶出

してくる．尿素区では最初20p．p．m．で次第に低下し，7月

初旬には無肥料区と同一となる．一方硫加燐安区では最

初12p．p．m．位であるが7月に入って更に15p・p・m・となり

硫安区と同一傾向をたどる．これが溶出量にも表われ，

硫安区・硫加燐安区・尿素区の順であった．

5．MgOの溶出濃度については一定の傾向がみられ

ないが，溶出量については硫加憐安区・尿素区・硫安区

の順であった．

6．尿素態窒素については1／2000アールワグネルポ

ットを用い同一土壌を充填して実験を行ったが，その結

果は第2表に示すとおりであった．

第2表．尿素態窒素の溶脱比較

清水1日後では尿素態のままのものと，若干アンモニ

アに変ったものとが溶出しているが．その全量では差は

ない．しかし3日後になると，ほとんどNH3－Nに変っ

ているが，その溶脱は硫安区のそれより少ない．

すなわち尿素が炭酸アンモソに変ってからはその溶脱

は硫酸塩のものより少ないと考えられる．

7．生育状況及び収量についてみると．初期生育は硫

安区が最も優っていたが，後半秋落ちとなり，一方尿素

区では最初あまり良い生育ではなかったが，次第に良く

なり，後後まで正常な生育を示した．硫加燐安区は両者

の中間であった．


